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創立 145 周年記念式典 

～伝統を胸に未来へ～ 

 

 

 

 

 

 

「１４５年という伝統ある学校

でしっかり学び、夢に向かって 

進んでほしい」という言葉が

贈られ、子どもたちを応援す

る気持ちが伝えられました。 

この学校が今日まで続いて

きたのは、地域の皆様の温か

い支えと、子どもたちの「もっ

と学びたい」「成長したい」と

いう気持ちがあったからで

す。これからも仲良く助け合

いながら、一人ひとりが輝け

る学校をみんなで築いていっ

てほしいと思います。 

 本校は今年、創立 145 周

年を迎え、5 年に一度の節目

として教育後援会長と PTA

会長をお迎えし、記念式を行

いました。 

明治12年（1879年）に「修

耒学校」として始まった本校

は、長い歴史の中で地域の皆

様に支えられながら、多くの

子どもたちが学び、成長して

きました。式では、6 年生が

25 年ぶりに復活した「修耒太

鼓」を力強く演奏し、全校児

童の元気な歌声で締めくくら

れるなど、感動的な一日とな

りました。「修耒」の名前には、 

「修＝学ぶこと」「耒＝田んぼ

を耕す道具」を意味し、「学び

に挑戦し、自分を成長させて

豊かな社会を築く人になって

ほしい」という願いが込めら

れています。 

式の中で、鈴木修史教育

後援会長が、木造校舎時代

の学びの思い出や現在の快

適な環境で学べる幸せについ

て語られました。そして、「今

の快適な環境を活かして、み

なさんも夢に向かってしっか

り学んでほしい」との励ましが

贈られました。 

土門輝紀 PTA会長からも 

学びの交流を形に 

～台湾との合作絵制作（６年生）～ 

今年度、６年生は台湾の小

学生と「地域の課題解決」とい

うテーマをもとに学びの交流

を行いました。その記念とし

て、活動内容を描いた合作の

絵を制作しています。 

干布小の６年生が絵の左

半分を描いて台湾に送りま

す。台湾の小学生が右半分を

どのように描いてくれるのか、

楽しみです。  
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右半分は 

台湾の小学生の分。 

卒業式に体育館に飾る

予定です。 

 教育後援会より紅白饅頭をお祝

いにいただきました。 



 

主な行事予定 
 
  

９日（木） 

１０日（金） 

 

 

１４日（火） 

１５日（水） 

 

１６日（木） 

 

１７日（金） 

２０日（月）

２２日（水） 

２４日（金） 

２９日（水） 

 

３学期始業式 給食開始 

書き初め会 通学班会（一斉下校） 

さわやかカード(メディアコントロールを含む)実施期

間（～１４日） 

避難訓練 委員会活動 

発育測定（４～６年） 

◆１年 PTA保護者会 

発育測定（1～２年、なかよし） 

６年薬物乱用防止教室 

発育測定（3年） 

代表委員会（５年生以下） 

朝会（歌）  

新入学児童説明会  

朝会（歌）  

     

 

 

「自分の夢に向かって学ぶ子ども」 「自分で考えて、動ける子ども」 

2 学期も子どもたちはさまざ

まな活動に一生懸命取り組み、

大きく成長しました。学習発表

会や日々の授業の中で、一人

ひとりが「自分の夢に向かって

学ぶこと」「自分で考えて行動

すること」に挑戦している姿を

たくさん見ることができました。 

特に印象的だったのは、4 年

生の「二分の一成人式」での夢

の発表や、6 年生が修耒太鼓

を 25 年ぶりに復活させ、創立

記念式で立派な演奏を披露し

てくれたことです。これらの経

験を通じて、子どもたちは自分

の目標を見つめ、努力する力

を身につけています。 

 

ア メ リ カ の 心 理 学 者

Mark Travers 博士は、

「未来の自分からの応援メッ

セージ」が学習や努力を継

続する力を高めると指摘し

ています。未来の自分を想

像し、その自分と対話するこ

とで「今の努力が未来の自

分につながる」という感覚が

育ち、自然と行動に結びつく

のだそうです。 

 そこで、この冬休みには、ご

家庭で子どもたちと将来に

ついて話し合う時間をつくっ

ていただけると幸いです。

「将来どんな大人になりたい

のか」「そのために今できる 

ことは何か」を一緒に考えるこ

とで、子どもたちの目標意識

や自己肯定感をさらに高める

ことができるでしょう。 

新年には、子どもたちが「自

分から学び、行動する」決意

を持って学校生活をスタート

できるよう、冬休みを有意義

な時間にしていただければ幸

いです。 

学校の様子を随時学校ホームページでお知らせしております。ぜひご覧ください。 
学校ホームページ https://www.hosinuno.jp/ 

村山産業高校電子情報科

の高校生による出前授業 

「ソーラーパネルで世界にひとつ

だけの宝石箱を作ろう」 

１２月１７日（3年生） 

 

 

最初に高校生から太陽光発

電の仕組みを学びました。その

後、高校生に手伝ってもらい、

木の箱に小さいソーラーパネル

とオルゴールをはんだ付けしま

した。箱を開けて自動で音楽が

鳴り出すと、子どもたちは窓際

で光を集めて、その仕組みを夢

中で観察していました。 

 

 


